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長
び
く
不
況
、
大
企
業
の
下

請
け
単
価
の
切
り
下
げ
な
ど
で

中
小
企
業
の
経
営
不
安
は
深
刻

で
あ
る
。
日
本
の
総
企
業
数
の

約
9
割
が
中
小
企
業
で
、
雇
用

の
7
割
を
占
め
て
お
り
、
中
小

企
業
が
強
く
な
る
こ
と
で
地
域

経
済
が
活
性
化
す
る
。
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を
問

う
。

 

町
内
の
中
小
零
細
業
者
数
。

　

環
境
経
済
部
長　

総
事

業
者
数
は
１
２
２
９
で
、
う

ち
中
小
１
２
０
６
。

 

町
内
中
小
零
細
業
者
の
売

上
や
経
営
状
況
は
。

 

設
備
投
資
や
販
路
拡
大
と

い
っ
た
前
向
き
な
経
営
状
況

に
あ
り
、
景
気
は
上
向
き
基

調
に
あ
る
。

 

地
域
経
済
振
興
の
取
り
組

み
は
。

 

産
業
活
性
化
支
援
事
業
補

助
、
中
小
企
業
見
本
市
等
出

展
事
業
補
助
、
小
規
模
企
業

等
振
興
資
金
預
託
金
事
業
補

助
、
信
用
保
証
料
補
助
な
ど

の
支
援
策
を
実
施
。

 

中
小
企
業
振
興
が
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
外
部
に
も

町
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
中
小
企
業
基
本
条
例
の

制
定
を
。

 
条
例
は
、
中
小
企
業
を
地

域
全
体
で
支
援
し
、
効
果
的

に
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る

も
の
で
、
制
定
は
地
域
の
特

性
研
究
し
今
後
の
課
題
。

　

大
学
や
専
門
学
校
の
進
学
に

奨
学
金
を
借
り
て
も
、
卒
業
後

返
済
に
困
っ
て
い
る
社
会
人
の

増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
給
付
型
奨
学
金
は
、
経
済

的
理
由
で
進
学
が
困
難
な
生
徒

の
進
学
を
支
援
す
る
。
文
科
省

も
経
済
的
困
難
者
に
自
治
体
に

も
奨
学
措
置
の
義
務
が
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
以
下
を
問
う
。

 

返
し
た
く
て
も
返
せ
な
い

若
者
の
把
握
・
認
識
。

　

教
育
部
長　

大
学
生
の

2
人
に
1
人
は
奨
学
金
を
受

け
、
返
済
義
務
者
で
3
か

月
以
上
の
延
滞
は
４
・
３
％
。

理
由
は
低
所
得
。

 

高
校
の
奨
学
金
の
拡
充
を
。

 

現
在
、
月
額
５
０
０
０
円

の
給
付
型
奨
学
金
を
支
給
。

拡
充
は
、
状
況
を
注
視
し
対

応
検
討
。

 

私
立
高
校
生
授
業
料
補
助

の
引
き
上
げ
。

 

所
得
に
関
係
な
く
、
年
額

1
万
２
０
０
０
円
を
上
限
に

補
助
し
て
お
り
、
早
急
な
引

き
上
げ
の
考
え
は
な
い
。

 

町
内
の
大
学
・
専
門
学
校

進
学
者
数
。

 

4
年
生
大
学
１
８
２
人
、

短
期
大
学
16
人
、
専
修
学
校

62
人
の
計
２
６
０
人
程
度
。

 

町
独
自
の
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
で
若
者
支
援
を
。

 

国
の
今
後
の
動
向
、
近
隣

の
状
況
を
に
ら
み
な
が
ら
検

討
。

　

そ
の
他
の
質
問

　

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

防災訓練に参加（建設業組合）

第
２
回
臨
時
会

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

平
成
28
年
度
決
算

一
般
質
問

追
跡

一 般 質 問

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を

地
域
の
特
性
研
究
し
今
後
の
課
題

問

答

問

答

若者支援の給付
型奨学金創設を

今後の動向をに
らみながら検討
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来
年
度
か
ら
国
保
が
県
に

移
行
。
標
準
保
険
税
率
の
内

容
は
。

　

健
康
福
祉
部
長　

住
民

負
担
の
見
え
る
化
を
図
る
た

め
、
標
準
的
水
準
の
数
値
を

あ
ら
わ
す
。

 

標
準
保
険
税
率
で
、
国
保

税
率
は
ど
う
変
る
。

 

基
本
的
数
値
は
県
が
示
し
、

最
終
的
に
決
め
る
の
は
市
町

村
。

 

国
保
条
例
に
法
定
減
免
以

外
に
申
請
減
免
を
充
実
す
る

べ
き
だ
。

 

新
た
に
拡
充
す
る
考
え
は

な
い
。

 

国
保
税
滞
納
、
即
資
格
証

発
行
で
な
く
滞
納
者
と
膝
を

つ
き
合
わ
せ
た
対
応
を
。

 
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
形

で
納
付
で
き
る
よ
う
相
談
機

会
を
設
け
て
い
る
。

 

短
期
証
発
行
対
象
世
帯
数
、

人
数
な
ど
の
内
訳
は
。

 

対
象
は
２
５
７
世
帯
。
３

カ
月
は
１
５
７
世
帯
、
未
交

付
は
１
０
０
世
帯
。

 

短
期
保
険
証
対
象
に
中
学

生
以
下
の
人
数
は
。

 

交
付
は
高
校
生
以
下
で
、

対
象
は
１
１
５
人
、
６
カ
月

１
０
９
人
、
未
交
付
6
人
。

 

中
学
生
以
下
の
医
療
費
無

的
に
調
べ
た
い
。

 

プ
ラ
や
白
色
ト
レ
イ
な
ど

の
資
源
回
収
や
め
た
理
由
は
。

 

岡
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
稼
動
に
よ
り
、
近
場
で
の

可
燃
処
理
が
可
能
に
な
っ
た
。

 

岡
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
焼
却
は
、
岡
崎
市
の
圧
力

に
屈
服
し
た
大
須
賀
町
長
の

姿
勢
に
あ
る
が
。

 

平
成
25
年
環
境
省
よ
り
、

熱
回
収
を
お
こ
な
う
こ
と
が

適
当
の
指
針
。

 

プ
ラ
な
ど
の
焼
却
に
よ
る

発
電
効
率
は
何
％
か
。

 

調
査
し
て
い
な
い
。

 

広
報
7
月
号
は
、
ご
み
袋

有
料
で
分
別
ご
み
無
料
で
減

量
す
る
論
法
は
、
悪
代
官
の

関
所
行
政
だ
。

 

町
民
の
排
出
量
に
応
じ
た

ご
み
処
理
費
と
な
っ
て
い
る
。

 

こ
の
論
法
な
ら
、
ご
み
袋

代
を
10
円
以
下
に
す
れ
ば
、

減
量
化
が
す
す
む
。

 

1
円
／
ℓ
の
単
価
設
定
で

抑
制
効
果
が
20
％
ほ
ど
あ
る
。

 

ご
み
袋
を
10
円
以
下
に
値

下
げ
を
。

 

現
在
の
値
段
で
継
続
し
て

い
き
た
い
。

料
化
で
あ
り
、
短
期
保
険
証

発
行
は
す
べ
き
で
な
い
。

 

検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え

て
い
る
。

 

県
移
行
後
も
国
保
税
の
決

定
権
は
町
に
あ
る
。
国
保
税

の
大
幅
引
き
下
げ
を
。

 

町
独
自
の
運
用
経
過
を
踏

襲
し
、
現
状
維
持
を
基
本
と

す
る
。

 

ご
み
排
出
量
で
事
業
系
が

増
え
続
け
て
い
る
原
因
は
。

　

環
境
経
済
部
長　

大
型

ス
ー
パ
ー
の
進
出
、
製
造
品

出
荷
額
や
人
口
増
に
よ
る
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
な
ど
。

 

事
業
者
訪
問
で
減
量
指
導

を
。

 

町
内
の
排
出
業
者
の
リ
ス

ト
づ
く
り
か
ら
始
め
、
具
体

岡崎クリーンセンターでごみ焼却

第
２
回
臨
時
会

9
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

平
成
28
年
度
決
算

一
般
質
問

追
跡

国保県移行で国保税減免拡充を問

問

新たに拡充する考えはない答

一 般 質 問

悪代官の関所行政
改めよ

排出量に応じた
ごみ処理費答


